














結語 

よく管理されている小児インスリン依存性糖尿病 152 名(男 66 名,女 86名),糖尿病経過年

数 0-29 年(平均 8.6年)について調査を行なった。合併症は年齢の上昇,経過年数とともに

頻度が増加し,発病後 7 年位から単純な網膜症が見られ,16-17 年で人により増殖性変化が

見られるようになる。神経障害が起るのは区々で 9～18 年に渉ってみられ,視神経萎縮,起

立性低血圧,頑固な下痢などの形をとる。調査時点での合併症保有率は 19.1%で身体障害の

危険のあるものは 7.2%,実際に身体障害を来たしたのは Wolfram 症候群を除くと3例 1.9%

で視神経萎縮による視力障害 2名,増殖性網膜症による片眼失明 1名であった。 


